
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断面２次モーメントは，𝐼 =
𝑎4

12
となる。一端固定，他端自由の支持条件と

なるため，表 10-1から𝑙𝑘 = 2𝑙 = 6𝐿となる。よって，（10-15）式から， 

𝑃𝑐𝑟 =
𝜋2𝐸𝐼

𝑙𝑘
2 =

𝜋2𝐸

(6𝐿)2 ∙
𝑎4

12
 

=
1

432

𝜋2𝐸𝑎4

𝐿2  

（答え）𝑃𝑐𝑟 =
1

432

𝜋2𝐸𝑎4

𝐿2
 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10-A1）と支持条件が同じであるため，𝑙𝑘 = 2𝑙 = 6𝐿となる。座屈荷重𝑃𝑐𝑟

は，（10-15式）から， 

𝑃𝑐𝑟 =
𝜋2𝐸𝐼

𝑙𝑘
2 =

𝜋2𝐸𝐼

(6𝐿)2 =
1

36

𝜋2𝐸𝐼

𝐿2  

強軸まわりで考えると， 

I =
𝑎 ∙ (3𝑎)3

12
=

27

12
𝑎4 =

9

4
𝑎4 

よって，強軸（x-x軸）まわりの座屈荷重𝑃𝑐𝑟 𝑥は， 

𝑃𝑐𝑟 𝑥 =
1

36
∙

𝜋2𝐸𝐼

𝐿2 =
1

36
∙

𝜋2𝐸

𝐿2 ∙
9

4
𝑎4 =

1

16
∙

𝜋2𝐸𝑎4

𝐿2  

となる。次に弱軸まわりで考えると， 

I =
3𝑎 ∙ 𝑎3

12
=

1

4
𝑎4 

よって，弱軸（y-y軸）まわりの座屈荷重𝑃𝑐𝑟 𝑦は， 

𝑃𝑐𝑟 𝑦 =
1

36
∙

𝜋2𝐸𝐼

𝐿2 =
1

36
∙

𝜋2𝐸

𝐿2 ∙
1

4
𝑎4 =

1

144
∙

𝜋2𝐸𝑎4

𝐿2  

となる。𝑃𝑐𝑟 𝑥 > 𝑃𝑐𝑟 𝑦 となるため，この部材は弱軸まわりの座屈荷重𝑃𝑐𝑟 𝑦

で座屈する。 

（答え）𝑃𝑐𝑟 𝑦 =
1

144
∙

𝜋2𝐸𝑎4

𝐿2
 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

※ 問題文中に断面性能の値に単位の記載がない。以下，次のように計算

をする。 

断面２次モーメント  𝐼𝑥 = 3.1 × 108 𝑚𝑚4 

           𝐼𝑦 = 2.0 × 107 𝑚𝑚4 

断面積  𝐴 = 1.0 × 105 𝑚𝑚2 

（10-16）式より， 

σ𝑐𝑟 =
𝑃𝑐𝑟

𝐴
=

𝜋2𝐸

𝑙𝑘
2 ∙

𝐼

𝐴
 

となり，両端固定の支持条件から𝑙𝑘 =
1

2
𝐿 となる。問題より𝜎𝑐𝑟 > 𝜎𝑦 とな

る条件から， 

σ𝑐𝑟 =
𝜋2𝐸

𝑙𝑘
2 ∙

𝐼

𝐴
=

𝜋2𝐸

(
𝐿
2)

2 ∙
𝐼

𝐴
= 4 ∙

𝜋2𝐸

𝐿2 ∙
𝐼

𝐴
≧ 𝜎𝑦 

𝐿2 ≦
4

𝐴
∙

𝜋2𝐸𝐼

𝜎𝑦
  ⟹   𝐿 ≦ √

4

𝐴
∙

𝜋2𝐸𝐼

𝜎𝑦
    ・・・① 

強軸まわりで考える。①式の右辺を計算する。 

(右辺) = √
4

𝐴
∙

𝜋2𝐸𝐼𝑥

𝜎𝑦
= √

4

1.0 × 105
∙

𝜋2 × (206 × 103) × (3.1 × 108)

235
 

= 10.35238 ⋯ × 103  ← 削除 

≒ 10353 

よって，L ≦ 10353 𝑚𝑚 

次に，弱軸まわりで考える。①式の右辺を計算する。 

(右辺) = √
4

𝐴
∙

𝜋2𝐸𝐼𝑦

𝜎𝑦
= √

4

1.0 × 105 ∙
𝜋2 × (206 × 103) × (2 × 107)

235
 

= 2629.5069 ⋯ 

≒ 2630 

よって，L ≦ 2630 𝑚𝑚 



（答え） 

座屈荷重は座屈長さが長くなると低下し，短くなると上昇する。つまり部

材長 Lを 2630mm（=2.63m）以下にすると，座屈応力𝜎𝑐𝑟が降伏応力𝜎𝑦を

超えることになる。 

 


